　床ずれの基礎知識(5) ～座位（車いす）でのずれ予防　
寝たきりの方を起こすこと、座位を保つことは生理的にも大変重要なことです。しかし、座位は上半身の体重が坐骨結節の2点に集中するため、寝ている時(仰臥位)より床ずれの発生の危険度は高くなります。

また、筋力のおちている高齢者では、正しい姿勢を保つことが難しく、坐骨に加え尾骨でも上半身を支える、いわゆる「3点座り」など床ずれを発生しやすい姿勢も多く見られます。
＜不良座位姿勢のパターン＞
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～座位でのずれ予防のポイント～
◆ご本人の身体に合った車いす選び　　　　
日中の多くの時間を車いすで過ごされる高齢者も多く、車いすは短時間の移動用具ではなく

1日の大部分を過ごす生活の用具です。できるだけご本人の身体に合ったものを選びましょう。
◆パッドや体圧分散クッションの使用　
車いす上は上半身の体重が坐骨結節に集中するため、ずれの危険が増します。車いすでの姿勢保持には「車いす用のクッション」が有効です。例えば車いすの座面の角度がついている場合、後方に傾斜するときはパッドを後方部分に設置します。バスタオルなどで代用してもよいでしょう。

ベッド上座位では、車いすのように身体に近い所に肘掛が無いため、肘・前腕をサポートして上半身を安定させてあげる必要があります。下の写真のようなビーズパッドなどの補助用具の併用も効果的です。
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膝や股関節に拘縮がある場合にはクッションなどを股に挟み込むようにし、膝の下や下腿後面もサポートします。足関節の尖足（つま先が伸びた状態）拘縮への配慮、かかとの除圧も考慮しましょう。
＜車いす用クッションの選択ポイント＞
せっかく車いすに座れたご本人がベッドに逆戻りという事態を避けるためにも、適切なクッションを選びましょう。

●身体に合わせた車いすと一体になって理想のシーティングを実現できる車いすクッションを選びましょう。最低5cmの厚みのあるクッションが最適です。
●高齢者の車いすには、身障者用に開発されたものでなく、高齢者の座位の体圧分布を測定し、高齢者の車いす利用のために開発された高齢者専用の車いすクッションが必要です。

●高齢者で標準型車いすをご利用の場合、ご本人の残存能力を損なわずに安楽な姿勢が確保され、体圧分散もできるクッションの選択が必要です。

◆アームレストやフットレストの工夫　

ご本人に手を前で組んでもらい、アームレストの支持に加えてビーズクッションやポジショニングピローなどで上半身をサポートします。ビーズの種類によっては固定しにくい場合があるので、クッションやピローそのものを固定するような工夫が必要です。ビーズパッドの下にバスタオルなどを設置し、微妙な高さ調節を行なってください。フットレストは、足を乗せているために大腿部がうまくサポートできていない場合があるので、フットレストの代わりに台などを利用して支持します。

出典：株式会社ケープ「褥瘡（床ずれ）の知識」
